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ユース・ロー・センター（Youth Law
Center）は、里親養育と少年司法

体制向上のために全米規模で活動

するアドボカシー団体です

YOUTH LAW CENTER
（YLC）
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血縁上の家族と一緒に生活することが

できない子どもたちの家庭について、

45年前から関心を持ち続けています

YOUTH

LAW CENTER 

(YLC)
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米国では、社会的養護の体制

が、孤児院や施設養育（グル

ープケア）をベースにするもの

から、家庭をベースにする制度

へと、徐々に移行してきました
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この変化にはいくつかの要因がありました

1. 多くの施設で、特に障がい児向けのサービスを行う施設において、虐待が行われて

いることが明らかになりました

2. 意思決定者たちは、施設養育が特に乳幼児にもたらす悪影響に関する新しい研究

と既存の研究を認識するようになりました

3. 財団や政治的なリーダーたちがこの変化を後押ししました

4. 乳幼児を預かる施設に対する基準と監督が厳格化されました

5. 施設への資金援助のインセンティブが変化し、施設の運営がより高額になりました
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この変化によって、

取り組むべき課題が生じました

YOUTH

LAW CENTER 

(YLC)
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1. 子どもを養育できる家庭を増やす必要が

あること

2. 各家庭で質の高い養育を徹底する必要が

あること

3. 生みの親とその文化が尊重されるように

する必要があること

YOUTH

LAW CENTER 

(YLC)
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考え方を変える：

自分の子であるかのように

子どもを愛する
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生活する場所ではない：

大切なのは親と家族
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Vide link https://youtu.be/3WHAPPjKqM0
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http://drive.google.com/file/d/1uOfQC0JzbycDOP69kxMo_iV_SEFbaYFv/view
https://youtu.be/3WHAPPjKqM0


Vide link https://youtu.be/XgYP1S496uU
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http://drive.google.com/file/d/1Lyh_sSosiX1XGcM_q1sKeIcarFTbXbX7/view
https://youtu.be/XgYP1S496uU


子どもの成長に関する研究は、子どもをどのように

養育するべきかに関する情報を提供しました

1. 一貫した養育者がいる家族環境にあること

2. 里親が、子どもの成長とトラウマに関する教育を受けていること

3. 経験豊富な里親が、不慣れな里親のメンターとなり支援すること

4. 里親が実親を支援して、子どもが二股の忠誠心に葛藤しないですむよう

にすること

5. 里親が、子どもに関する意思決定を行う専門家チームの一員であること

6. 里子は、他の子どもたちと同様に、通常の活動に参加すること

7. 里親は、養育した里子と離れた後も、生涯にわたって関係を維持すること

YOUTH

LAW CENTER 

(YLC)
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実際に取り組んでいる人たちや

経験者たちが、これらの目標を

達成する方法を私たちに教えて

くれました
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1. 里親は、その道のプロとして尊敬されるべきであること

2. 里親に何を期待するのか、わかりやすく説明すること

3. 里親のリクルートを注意深く行うべき制度であること

4. 社会的養護を必要とする子どもの養育を行うよう、親族、友人、コミュニ

ティのメンバーに働きかけること

5. 里親が利用しやすい研修が用意されていること

6. 1つの家庭に対する子どもの数を制限すること

7. 里親候補者は、その必要性と報酬を理解すること

8. 里親は子どもの支援サービスを利用できること

9. 里親には、コミュニティをベースにした支援が必要であること

YOUTH

LAW CENTER 

(YLC)
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社会的養護に関する政策と実践を変

える必要がありました

YOUTH

LAW CENTER 

(YLC)
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1. 里親をその他の専門家のパートナーとして

敬意をもって接する制度であること
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Vide link https://youtu.be/ppg-ame0_hc
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http://drive.google.com/file/d/193dPM57V3o0GZkUj4jmJdHEU-m09fSWO/view
https://youtu.be/ppg-ame0_hc


2. 通常の活動に対する障壁を

取り除くこと。例えば、多くの里

子が友人宅に遊びに行ったり、

家族旅行に行ったりすることが

許されていなかった。
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3. 里親は、養育する子どもに対して感情的な愛

着を持つことを期待され、推奨されるべきである。
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4. 里親と生みの親の関係構築を奨励すること
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Vide link https://youtu.be/IMiV7GwWGQo
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http://drive.google.com/file/d/1rr31Joom-NIezfVQ6liG6W4HEnuqqUkq/view
https://youtu.be/IMiV7GwWGQo


5. 子どもの親族を見つけて、

その親族による子どもの養

育を可能にすること
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6. 子どもをある家庭から別の

家庭に突然、移すことはでき

ない
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どのように制度が機能するのか

YOUTH

LAW CENTER 

(YLC)
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QUALITY PARENTING 
INITIATIVE（QPI）
クオリティ・ペアレンティング・

イニシアティブ（QPI）は、

ユース・ロー・センターの

アドボカシー活動の1つです
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Vide link https://youtu.be/GXQZDi8aOWw
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http://drive.google.com/file/d/1pOdYBRMvvHvkaBuA4530z7YsuZ466Cuv/view
https://youtu.be/GXQZDi8aOWw


QPIの活動拠点では、

政策の変更をもたらすため

に、継続的な運営委員会を

開催しています
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QPIの各種委員会には、子ど

もの福祉にかかわる様々なセ

クター（ソーシャルワーカー、

里親、青少年、生みの親、リ

ーダー）が参加しています
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リーダーたちは委員会の提言に基づいて行動し、

そのインパクトを測定します
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Vide link https://youtu.be/bIKISy_x980
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http://drive.google.com/file/d/11F1iM9FIzis4fAtNGLI94M0vUAiFKo7Z/view
https://youtu.be/bIKISy_x980


QPIの各種委員会の提言によって

変化が起こった事例

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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1. 里親が養育する子どものために合理的な意

思決定を行い、子どもが日常の活動に参加す

ることができるよう、州法および連邦法を改正

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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2.法律、政策、実践において、子どもが初め

て里親の家庭に行くときには、里親と生みの

親との電話会議を必要とする。継続的に連絡

を取ることを奨励する。

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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3. 里子が里親家庭から別の家庭に移る場合に

は、以下の事項を含む計画策定のためのミー

ティングを必須とする

1. 適切な告知を行い、準備時間を設ける

2. 徐々に移行できるようにする

3. 家族や地域で予定されている活動に配慮して、タイミン

グを考慮する

4. 子どもが移った後も、連絡を取り合う

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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Vide link https://youtu.be/zELOx95JSGw
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http://drive.google.com/file/d/1oBqMdCl0JRUTkkMn5W92jFyWyvx6hnQo/view
https://youtu.be/zELOx95JSGw


4. 里親は、生みの親が再び子どもを養育できる

よう実親を支援し、子どもと生みの親が再統合

した後も、彼らを支援する。再統合できなかった

としても、生みの親は子どもと何らかの関係を

維持する。

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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5. 親たちは高度なオンライン研修を

受講することが可能
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6. 里親のための、里親によるピアメンター・

プログラム

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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Vide link https://youtu.be/mKCWISU5ljA
39

http://drive.google.com/file/d/1Jd2qAT233uVFAeN8HzNQS8--f8QK5MeF/view
https://youtu.be/mKCWISU5ljA


結果として、子どもの養育のために、より優

れた里親家庭を採用し、確保することがで

きるようになりました

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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私たちは15年前に、フロリダとカリフ

ォルニアの8つの地域で、このアプロ

ーチを始めました。今では、10州で80
カ所の活動拠点を持つまでに拡大し

ました。15年以上もこのアプローチを

実施している管轄区域もあります

41



QPIの活動拠点は定期的に集まっています。

毎月の研修、作業グループ、および年に1回の

カンファレンスを開催し、ニュースレターやウェ

ブサイト（QPI4KIDS.ORG）によって交流して

います。

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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QPIカンファレンス
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QPIチャンピオンが、各地域でQPIを
実施するための研修を受けます
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査読を受けた研究結果によると、QPIはチーム

ワークの増進と不信感の解消によって、里親制

度の意識を変えることに成功したことがわかり

ました
QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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現在進行中の調査によって、政策変更が子ど

もたちと家族に与えた影響について計測してい

ます
QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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QPIの影響によって生じた変化

（パンデミックにもかかわらず）

1. 里親とソーシャルワーカーの満足度が向上

2. 生みの親と里親の関係が強まった

3. 青少年のトラウマの軽減

4. 乳幼児の施設養育が不要に

QUALITY 

PARENTING 

INITIATIVE 

(QPI)
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Vide link https://youtu.be/3ymI_5yjH20
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http://drive.google.com/file/d/1RbMwufgvsyzzTEe3E5szcZRLbpeh8Yfg/view
https://youtu.be/3ymI_5yjH20


Vide link https://youtu.be/_lD1vR6_buk
49

http://drive.google.com/file/d/1mMbURQhZTelD5EqGIjrseLnPiqevi68G/view
https://youtu.be/_lD1vR6_buk


ご清聴ありがとうございました

ユース・ロー・センター（Youth Law Center）
特別プロジェクト担当マネージャー

カースティ・ジェットランド（Kirstie Jetland）
kjetland@qpiylc.org

ユース・ロー・センター（Youth Law Center）
戦略イニシアティブ担当シニア・ディレクター

キャロル・シャウファー（Carole Shauffer）
cshauffer@ylc.org
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